
・住宅借入金等特別控除適用数
　控除の適用がある場合は、当該控除の適用数を記載してください。
・住宅借入金等特別控除可能額

扶 養 親 族 の 数 16歳未満 障害者の数 非居住者
 (源泉)控除対象配偶者 配偶者(特別)

（配偶者を除く） 扶養親族 （本人を除く） である
 の有無等 控 除 の 額

　配偶者又は配偶者特別控除の対象となる配偶者、控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族のうちに、国外に居
住する非居住者がいる場合には、その人数を記載してください。

種      別 支  払  金  額
給与所得控除後の金額
（ 調 整 控 除 後 ）

所得控除の額の合計額 源 泉 徴 収 税 額
住宅借入金等
特別控除の額

　住宅借入金等特別控除の額を記載してください。当該控除額が算出所得税額を超える場合には、算出税額を限度
に記載します。

給与・賞与

円 円 円 内 円

6,847,500                 

　令和６年中に支払った給与等の金額を記載します。中途就職者で前職分の支払金額も含めて年末調整をした場合
は、前職分の金額も合算して記載してください。

(個人番号) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
(役職名）

配偶者(特別)
控除の額

　「給与所得者の配偶者控除等申告書」に基づいて計算された配偶者控除の額または配偶者特別控除の額を記載し
ます。氏

　
名

(フリガナ) ウラソエ　タロウ　　　　　　

浦添　太郎

給
与
支
払
報
告
書

（
個
人
別
明
細
書
）

※区分 (受給者番号)

支　払
を受け
る　者

住
　
所

支払金額
浦添市安波茶○丁目△△番□□号

（那覇市泉崎●丁目▲番■号）

非居住者である
親族の数

5,062,750                 3,460,000                 0

支払を受け
る者

・住所
　令和７年１月１日現在（中途退職者は退職時）の住所を記載します。
　※１月１日の実際の住所が住民登録のある住所と異なる場合は、実際の住所の下に住民登録地の住所を（ ）書きしてくだ
さい。
・個人番号
　受給者のマイナンバーを記載してください。

○個人別明細書の作成について（記載例）

7 ※ 種 別 ※ 整 理 番 号 ※

氏名 浦添　秋子 ○ 氏名 浦添　四郎

個人番号 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 個人番号 0 0

（2）
6789012345674

(フリガナ) ウラソエ　アキコ 区
分 4

(フリガナ) ウラソエ　シロウ 区
分

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

個人番号 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 個人番号 9 9 9 9 9 9 9 9

支払者の個人番
号または法人番

号
　支払者が、法人の場合は法人番号を、個人事業主の場合はマイナンバーを右詰で記載してください。

3

(フリガナ) ウラソエ　ジロウ 区
分 3

(フリガナ) ウラソエ　フユコ 区
分

5人目以降の16歳未満の扶

養親族の個人番号
【年末調整した給与等の場合】令和６年度の定額減税に関する事項を次のように記載してください。
　・実際に控除した年調減税額・・・源泉徴収時所得税減税控除済額　×××円
　・年調減税額のうち年調所得税額から控除しきれなかった金額・・・控除外額　×××円
　(注)控除しきれなかった金額がない場合は「控除外額 0円」
　合計所得金額が1,000万円超の方で、同一生計配偶者を年調減税額の計算に含めた場合・・・非控除対象配偶者減税有
　(注)同一生計配偶者が障害者、特別障害者または同居特別障害者に該当する場合「減税有 氏名（同配）」と記載してください。
【年末調整をしない給与等の場合】　令和６年分所得税の定額減税に関する事項の記載は不要です。
❽・❾の欄に入りきらない5人目以降の扶養親族の氏名を記載します。この場合、氏名の前には（）書きの数字を付し、❿の欄に記
載するマイナンバーとの対応関係がわかるようにしてください。また、次に該当する場合は、それぞれ次の内容を記載してくださ

氏名 浦添　次郎 氏名 浦添　冬子

9 9 9 9

8 8 8 8 8 8 8 84 4 4 4 個人番号 8 8 8 8個人番号 4 4 4 4 4 4 4 4

7 7
（1）
456789012345

５人目以降の
控除対象扶養
親族の個人番

号

　５人目以降の控除対象扶養親族のマイナンバーを記載してください。この場合、マイナンバーの前には「（摘
要）」欄において氏名の前に記載した（　）書きの数字を付し、「（摘要）」欄に記載した氏名との対応関係がわ
かるようにしてください。

2

(フリガナ) ウラソエ　イチロウ 区
分 2

(フリガナ) ウラソエ　ナツコ 区
分氏名 浦添　一郎 氏名 浦添　夏子

7 7 7 7 7 7 7 7 7

16歳未満の
扶養親族

　16歳未満の扶養親族の氏名、フリガナおよびマイナンバーを記載してください。また、当該扶養親族が国外に居
住する非居住者である場合には、区分の欄に○を付してください。氏名 浦添　春子 氏名 浦添　三郎

控
除
対
象
扶
養
親
族

1

(フリガナ) ウラソエ　ハルコ 区
分

1
6
歳
未
満
の
扶
養
親
族

1

(フリガナ) ウラソエ　サブロウ

個人番号 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 個人番号 7

氏名 浦添　花子
1,220,000  

基礎控除の額
円 所得金額

調整控除額

円

個人番号 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

区
分

5人目以降の控除対象扶養

親族の個人番号

( 源 泉 ・ 特 別 )

控 除 対 象

配 偶 者

(フリガナ) ウラソエ　ハナコ 区
分 配 偶 者 の

合 計 所 得

円 国民年金保険

料等の金額

円 旧長期損害

保険料の金額

円
27 5 20

住 宅 借 入 金 等

特別控除可能額
円 居住開始年月

日 （ 2 回 目 ）
年 月 日 住宅借入金等特別

控除区分（2回目）

住 宅 借 入 金 等

年末残高（2回目）
円

205,000
円

住 宅 借 入 金 等

特別控除適用数 1
居住開始年月

日 （ 1 回 目 ）
年 月 日 住宅借入金等特別

控除区分（1回目） 住（特）
住 宅 借 入 金 等

年末残高（1回目）

配偶者の
合計所得

控除対象配偶者または配偶者特別控除控除の対象となる配偶者の令和６年中（令和６.1.1～12.31）の合計所得金
額を記載してください。

（退）浦添　明　H2.5.8　△△市□□町2-2-2　400,000円

生 命 保 険 料

の 金 額 の 内 訳

新生命保険

料の金額
円 旧生命保険

料の金額
円 介護医療保

険料の金額
円 新個人年金

保険料の金
円 旧個人年金

保険料の金
円

82,500    123,000    

(源泉・特別)
控除対象
配偶者

控除対象
扶養親族

　「控除対象配偶者」または「配偶者特別控除控除の対象となる配偶者」、「扶養控除の対象となる扶養親族」の氏名・フリガナお
よび個人番号（マイナンバー）を記載してください。なお、当該配偶者が非居住者である場合には、区分の欄に「○」を付してくだ
さい。
・「01」…・30歳未満又は70歳以上
・「02」…30歳以上70歳未満、留学により国内に住所及び居所を有しなくなった者
・「03」・・30歳以上70歳未満、障害者
・「04」…30歳以上70歳未満、給与等の支払いを受ける者から38万円以上の送金を受けている者
　※個人番号（マイナンバー）について、漏れのないよう記載徹底をお願いします。

住宅借入金

等特別控除

の額の内訳

260,000                              90,000 80,100                            
(摘要)

前職：有限会社おきなわ　令和５年3月31日退職
（1）浦添　正（非居住者）

支払金額　910,000円　社会保険料65,000円　源泉税額9,000円

（2）浦添　五郎（年少）　H27.1.3　○○市△△町１－１－１
Ｃ.令和7年3月31日退職予定

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額
内 円 円 円 円

人 内 人 人 人

110,000           1 1 3 5 1 2

・住宅借入金等特別控除可能額
　控除額が算出所得税額を超えるため、控除しきれない控除額がある場合に記載してください。
・居住開始年月日（１回目、２回目）
　居住開始年月日は和暦で年、月、日を分けて記載してください。
・住宅借入金等特別控除区分（１回目、２回目）
　適用を受けている控除の区分ごとに、「住・住（特家）　・認・認（特家）　・増・震・震（特家）」を記載してくださ
い。また、当該控除の対象が特定取得に該当する場合は「（特）」、特別特定取得に該当する場合（「特例取得」及び「特別
特例取得」を含みます。）には「（特特）」、特例特別特例取得に該当する場合には「（特特特）」と併記してください。
・住宅借入金等年末残高（１回目、２回目）
　２以上の控除の適用がある場合又は特定増改築等に該当する場合には、その住宅の取得等ごとに、「住宅借入金等年末残
高」を記載してください。

 の有無等 控 除 の 額
老人 特　定 老   人 その他 の数 特　 別 その他 親族の数

有 従有 円

住宅借入金
等特別控除
の額の内訳

人 従人 内 人 従人 人 従人

未
外

死
災 乙 本人が障害者 寡 ひ

勤

労
中 途 就 ・ 退 職 受 給 者 生 年 月 日 載するマイナンバーとの対応関係がわかるようにしてください。また、次に該当する場合は、それぞれ次の内容を記載してくださ

い。

（電話）　098-876-1234

8 7 ＜右詰で記載してください。＞

支

払

者

浦添市安波茶１丁目１番１号
住 所 ( 居 所 )

又 は 所 在 地

浦添商事　株式会社氏名又は名称

7 6 5 4 3 2 1 0 9

日

（
市
町
村
提
出
用
）

○ 6 4 1 昭和 35 2 3
個人番号又は

法人番号 9 8

未

成

年

者

国

人

死

亡

退

職

害

者 欄

寡
　
　
婦

ひ
と
り
親

労

学

生

中 途 就 ・ 退 職 受 給 者 生 年 月 日

特
別

そ

の

他
就職退職 年 月 日 元号 年 月

摘要

い。
・16歳未満の扶養親族→（年少）
・16歳未満の国内に住所を有しない扶養親族→（非居住者）
・非居住者の扶養親族→❽を参照に対応する数字を（）書きで記載
受給者と扶養親族等の住所が異なる場合は、扶養親族等の所在地、生年月日を記載してください。
中途就職者で前職場給与等を通算して年末調整を行った場合には、前職分の給与支払金額・社会保険料・源泉徴収税額、前職場の名
称・住所・退職年月日を記載してください。
退職手当等の支払を受ける配偶者（退職所得を除く所得の見積額が133万円以下の者に限る）又は扶養親族がいる場合にはその者の
氏名（氏名の前には（退）と記載）、続柄、生年月日、住所、障害の区分、国外居住の状況、退職所得を除く合計所得金額の見積額
並びに納税者が寡婦又はひとり親である場合にはその旨を記載してください。なお、個人番号は「5人目以降の16歳未満の扶養親族
の個人番号」欄に（退）を前に付けて記載してください。
令和７年度市・県民税を特別徴収できない場合は、普通徴収申請書（兼仕切書）の普通徴収となる理由に該当する略号（ａ～ｆ）
を記載してください。略号の記載がない場合は特別徴収となります。

押印
不要

❶

❷

❸ ❹

❺

❻

❼

❽
❾

⓬

❿

⓫


